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第2章 「国際貿易と海外直接投資」 では、 三カ国間貿易アプローチ(triangulartrade approach)の枠組み
を用いて、企業の生産拠点の選択が、他国の貿易に与える影響を考察した。 対象地域としては、米国
市場において競合関係(または補完的関係)にある、日本とアジア諸国について注目した。 具体的には、































結果をまとめた第 2 章から第 7 章までの 6 章によって構成される。
第2章「国際貿易と海外直接投資」では、三カ国間貿易アプローチの枠組みで、企業による生産拠点の選択が、他国
の貿易に与える影響を考察する。すなわち、米国市場において競合あるいは補完関係にある日亜データ を用い、日本












第6章「国際貿易と環境汚染」 では、 21年間 ( 1988・2008) にわたる世界150数国の貿易関連汚染物質 (S02' N02, CO) 
を計測し、各国の汚染排出貿易収支 (BEET) を推定する。その結果、汚染が貿易を通して先進国から発展途上国に移
転されるという「汚染逃避仮説J は棄却される。さらに、先進国ではBEETが顕著に低下していることが示され、汚染
排出抑制技術が進歩している可能性が示唆されると解釈される。
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最後に、第7章「国際貿易と為替レー ト」では、為替レート変化に対する輸出価格の反応に着目し、価格設定行動が
園内地域で異なるかどうかを考察する。圏内五大港における輸出為替レートパススルーを分析すると、輸出国・輸入
国・輸出製品の違いに加え、園内生産地の違いも影響することが示される。
[審査結果の要旨]
本研究において、吉田裕司氏は、最新の計量経済学の手法を使い、膨大なデータセットを構築することにより、
これまで十分な分析対象とはされてこなかった国際貿易と国際金融の中間領域において、貿易、直接投資、環境、為
替レートの複雑な相互依存を地域、産業レベノレで、解明することに成功した。これは文献に対する顕著な貢献であり、
審査担当者は本研究が博士(経済学)に値すると判断する。
